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たけのこ　みいつけた！
　４月 16 日、子どもたちがたけのこ掘りを体験しました。
　土の中から顔を出したたけのこを見つけると、子どもたちは友達と
協力しながら、楽しそうにたけのこを掘り起こしました。
　採れたてのたけのこは、その場で調理され、熱々のたけのこをほう
ばった子どもたちは口々に「おいしかー」と自然の恵みを味わいました。
　５月５日はこどもの日。皆さんで子どもの健やかな成長をお祝いし
ましょう。

5 月 5日～ 5月 11日は「児童福祉週間」
　市では、児童福祉週間に先立ち、5 月 2 日、市内の保育所・幼
稚園を訪問し、子どもたちに文房具などを贈り、子どもたちの健
やかな成長を願います。
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島原市のお財布事情
平成 26 年度予算が決まりました。
平成 26 年度の予算編成に当たっては、「市民目線に立った、オンリーワンの島原市」の実
現を目指し、次に掲げる「７つの施策」に重点を置いた内容としています。

市民目線に立った、オンリーワンの島原市の実現
　①市民目線に立った行財政改革の推進
　②産業の振興と島原地域ブランドの確立
　③歴史と文化を活かした観光都市づくりと交流人口の拡大
　④子育てにやさしいまちづくり
　⑤高齢者や障がい者などを思いやる福祉の充実
　⑥島原の将来を担う子どもを育てる教育の充実
　⑦安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

【一般会計】
　231 億 9200万円
　　（前年度比 10.5％増）

【特別会計】
　　89 億 3330万円
　　（前年度比　7.6％増）

総　額 231 億 9200 万円
地方交付税 66 億円
市税 45 億 2520 万 3 千円
国庫支出金 37 億 3948 万 8 千円
市債 23 億 1950 万円
県支出金 22 億 5470 万 5 千円
繰入金 20 億 5302 万 7 千円
地方消費税交付金   5 億 6000 万円
その他 11 億 4007 万 7 千円

総　額 231 億 9200 万円
民生費 88 億 3322 万 2 千円
衛生費 34 億 6582 万 5 千円
公債費 23 億 9385 万 6 千円
総務費 23 億 5166 万 1 千円
教育費 20 億 9158 万 9 千円
土木費 14 億 9816 万 2 千円
農林水産業費   9 億 12 万 8 千円
消防費   7 億 6242 万 2 千円
商工費   6 億 2463 万円
その他   2 億 7050 万 5 千円

自主財源（市税、繰入金など）…32.3％
依存財源（地方交付税、国庫・県支出金など）
　　　　　　　　　　　　　　…67.7％
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■市民一人当たりに使われる「予算」
市民一人当たりに使われる金額がいくらになるか、主な費目ごとに表しています。
一人当たりの合計額は、488,530 円になります。

・市税…市民の皆さんから市に納められる税金で、市民税・固定資産税・軽自動車税・都市計画税など
・市債…特定の建設事業を行うに当たり、その費用を賄うため銀行などから借りるお金のこと
　ここでは市税と市債の一人当たりおよび一世帯当たりの負担額がいくらになるかを表しています。

※平成 26 年 4 月 1 日現在の人口と世帯数（人口 47,473 人、世帯数 19,137 世帯）で算出
※市税は、個人市民税・固定資産税（交付金納付金は除く）・軽自動車税・都市計画税の予算額の合計で、
　滞納繰越分を除いて推計。市債は平成 26 年度末現在高見込額で推計

　特別会計は特定の事業を行う場合や特定の収入を特定の支出に充てる場合に、一般会計とは別に、
その経理を明らかにするために設けた会計です。

会計別 予算額
国民健康保険事業 76 億 8226 万 8 千円
温泉給湯事業 6 億 8100 万円
島原都市計画事業安中土地区画整理事業 79 万 6 千円
後期高齢者医療 5 億 6923 万 3 千円

市税・市債 一人当たり 一世帯当たり
市税の負担額 81,557 円 202,317 円
市債の負担額 439,548 円 1,090,382 円

■「市税」と「市債」の市民一人当たり・一世帯当たりの負担額

平成 26年度　特別会計

障がい者福祉、児童福祉、高
齢者福祉、
生活保護な
どに必要な
お金

▶民生費　186,068 円

市の管理事
務や企画、
統計事務な
どに必要な
お金

▶総務費　49,537 円

公共施設整備
などのために
借りた市債の
償還に必要な
お金

▶公債費　50,426 円

健康増進、母子保健、廃棄物
処理、公害
対策などに
必要なお金

▶衛生費　73,006 円

道路、公園、市営住宅の建設・
管理などに
必要なお金

▶土木費　31,558 円

学校教育・社会教育の振興、
文化財保護、文化・スポーツ
の振興など
に必要なお
金

▶教育費　44,058 円

観光事業や商工業の振興、物
産流通に必要
なお金

▶商工費　13,158 円

農林水産業
の振興に必
要なお金

▶農林水産業費　18,961 円

消防や防災
事業など、
市民の安全
のために必
要なお金

▶消防費　16,060 円

平成 26年度予算
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平成 26年度の主な事業
「市民目線に立った、オンリーワンの島原市」を目指す主な事業を、７つの施策ごとに説明します。

平成 26年度予算

※「平成２６年度当初予算概要」および「主
　　要事業説明書」の詳しい内容は、市ホー
　　ムページ（URL：http://www.city.shi
　　mabara.lg.jp/）で見ることができます
　▶問い合わせ先
　　総務課　財政班（☎ 63-1111 内線 152）

１．市民目線に立った行財政改革の推進
　◎新庁舎整備事業　5699 万円
　災害時の防災拠点、市民サービスの向上お
　よび行政運営の効率化を図るため、新庁舎

の整備に向けて、
設計および測量調
査業務を行います
◎有明庁舎空調
　設 備 改 修 事 業
　  　6780 万円

３．歴史と文化を活かした観光都市づくりと
　　交流人口の拡大
　◎鯉の泳ぐまち市有地整備事業 　2億1627万円
　島原の歴史と湧水を活かした鯉の泳ぐまち
　の街並みにふさわしい施設などを整備します

◎浜の川「銀水」整備事業
　　　　　　     520 万円
◎島原城天守閣復元 50 周
　年事業　　   1700 万円

２．産業の振興と島原地域ブランドの確立
　◎温泉給湯施設整備事業（特別会計）
　　　　　　　　　　5 億 9600 万円

温泉加温施設を改修し、
運転費用を削減するとと
もに配管敷設替えにより
安定した供給を行い健全
な事業運営を図ります

　◎起業支援型雇用創出事業 1 億 1384 万円
　◎企業立地促進・雇用創出事業  3348 万円

５．高齢者や障がい者などを思いやる福祉の充実
　◎島原地域小児医療学講座　540 万円
　小児医療の研究、教育活動のための講座開
　設により懸案の島原病院小児科を 4 月 8 日
　から再開しました

◎高齢者福祉交通機関
　利用助成事業
　　　　　  3422 万円
◎障害者自立支援事業 
　　  14 億 4655 万円

６．島原の将来を担う子どもを育てる教育の充実
　◎小中学校学力向上対策事業　189 万円
　学力向上を図るため、成果を上げている先
　進地を視察するとともに、本市独自の学力
　調査を実施します

◎夢の教室公演事業  
　　　　　　  119 万円
◎第五小学校鉄骨校舎
　改修事業　2000 万円

７．安全で安心して暮らせる快適なまちづくり
　◎汚泥再生処理センター整備事業
　　　　　　　15 億 5767 万円
　本市全体の効率的な、し尿処理を図るため、
　老朽化した浄化苑を建て替えます

◎消防ポンプ自動車整備
　事業 　　  2800 万円
◎島原総合運動公園整備 
   事業　　　9715 万円

４．子育てにやさしいまちづくり
　◎すこやか赤ちゃん支援事業　1499 万円
　第２子以降のおむつなどの購入費用を助成
　することで、多くの子どもを産み育てられ
　る環境の向上を図ります

◎すこやか子育て支援事業
　　　　　　5321 万円
◎予防接種事業
　　　　1 億 5470 万円
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島原城天守閣復元50周年記念特集②
　島原を象徴するランドマーク「島原城」の天守閣が昭和 39年に復元され、本年 4月で 50周
年を迎えました。そこで今月号でも前月号に引き続き、島原城を特集します。
　郷土の歴史家で、現在、島原城専門員として展示資料の解説などを行っている松尾卓次さんに
よる寄稿記事。島原城の築城から現在までの変遷について、その歴史的背景や裏話も交えた解説
となっています。（今月は「②島原城の解体」を紹介します）

「
島
原
城
復
元
50
周
年
」

②
島
原
城
の
解
体

　
島
原
藩
は
幕
藩
体
制
維
持

を
基
本
的
態
度
と
し
て
、
１

８
６
２
（
文
久
２
）
年
に
忠

和
公
を
新
藩
主
に
迎
え
た
。

藩
内
で
は
重
臣
ら
の
温
和
思

想
に
も
の
足
ら
ず
に
過
激
な

行
動
へ
出
る
若
者
も
い
た
。

藩
論
を
巡
っ
て
中
老
・
松
坂

丈
左
衛
門
が
暗
殺
さ
れ
る
出

来
事
も
お
こ
り
、
丸
山
作
楽

は
皇
国
の
道
を
説
い
て
投
獄

さ
れ
る
。   

　
１
８
６
７
（
慶
応
３
）
年
、

将
軍
慶
喜
が
大
政
の
奉
還
を

上
奏
し
た
頃
、
藩
主
は
病
床

に
あ
っ
て
、
藩
論
が
混
乱
し

て
い
た
。
大
坂
聞
継
が
帰
国

し
て
か
ら
や
っ
と
様
子
が
分

か
り
、
倒
幕
派
に
加
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
家
老
の
板
倉

勝
直
が
代
わ
っ
て
上
京
、
朝

廷
に
忠
誠
を
誓
う
。
そ
し
て

奥
州
出
征
を
命
じ
ら
れ
、
一

応
面
目
を
立
て
る
。

   

１
８
６
９
年
４
月
、
藩
主

が
上
京
し
て
版
籍
の
奉
還
を

願
い
出
て
、
そ
の
返
上
が
認

め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
有
馬
氏

以
来
２
世
紀
半
に
及
ぶ
島
原

藩
政
が
終
わ
り
、
無
用
の
長

物
と
な
っ
た
島
原
城
は
民
間

へ
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
先
ず

大
手
門
が
解
体
さ
れ
、
さ
ら

に
天
守
閣
も
入
札
払
い
に
な

り
、
と
う
と
う
１
８
７
６
（
明

治
９
）
年
に
は
解
体
さ
れ
る
。

  

こ
の
幕
末
の
混
乱
を
は
じ

め
、
島
原
城
は
２
５
０
年
も

の
間
、
島
原
城
下
の
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
を
目
に
し
て
き

た
。
そ
の
間
い
ろ
ん
な
出
来

事
が
あ
っ
た
。

　
１
６
３
７
（
寛
永
14
）
年
、

島
原
の
乱
が
起
こ
っ
た
と
き
、

連
日
農
民
軍
が
押
し
寄
せ
て

激
戦
が
続
く
が
落
城
を
免
れ

た
。
多
数
の
農
民
が
島
原
へ

押
し
掛
け
て
は
町
を
焼
き
、

島
原
城
を
攻
撃
す
る
。
激
戦

が
続
く
が
押
し
返
す
。
こ
の

大
乱
も
島
原
城
は
切
り
抜
け

た
。

　
１
７
９
２
（
寛
政
４
）
年

の
島
原
大
変
時
に
は
何
度
も

大
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
４
月

１
日
に
は
眉
山
が
崩
壊
し
た
。

そ
の
た
め
発
生
し
た
大
津
波

は
外
郭
石
垣
ま
で
打
ち
寄
せ

た
が
安
泰
で
あ
っ
た
。
中
で

も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
が
、

島
原
城
下
町
で
あ
る
。
合
わ

せ
て
約
１
万
人
が
流
死
・
圧

死
し
た
。

　
た
び
た
び
の
危
機
を
乗
り

越
え
た
島
原
城
で
あ
っ
た
が
、

時
代
の
荒
波
に
は
抗
す
る
こ

と
が
出
来
ず
廃
城
と
な
る
。

　
そ
の
後
、
１
世
紀
は
裸
の

城
で
あ
っ
た
。
本
丸
と
二
の

丸
の
外
郭
は
残
っ
た
が
、
石

垣
と
堀
だ
け
の
荒
城
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
観
光
ブ
ー
ム

に
乗
り
、
１
９
６
４
（
昭
和

39
）
年
に
天
守
閣
が
復
元
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

（
次
月
号
は
「
③
島
原
城
天

守
閣
の
復
元
」
を
掲
載
予
定

で
す
）

島原城専門員
松尾 卓次さん

　問い合わせ先　しまばら観光おもてなし課（☎ 63-1111 内線 213）

　島原城入館料　大人 540円、小人 270円
　下記割引券持参で島原市民は 50％割引になります　※車で入場する際は駐車場代が別途必要です

特別入館割引券

※本券の利用は島原市民に
　限ります
※ 1枚につき 1名様ご利用
　できます
※他の割引との併用は不可
※コピー不可

島 原 城

有効期限
平成 27年 3月末まで有効

島 原 市

５0％割引
特別入館割引券

※本券の利用は島原市民に
　限ります
※ 1枚につき 1名様ご利用
　できます
※他の割引との併用は不可
※コピー不可

有効期限
平成 27年 3月末まで有効

島 原 市

５0％割引

島 原 城
特別入館割引券

※本券の利用は島原市民に
　限ります
※ 1枚につき 1名様ご利用
　できます
※他の割引との併用は不可
※コピー不可

有効期限
平成 27年 3月末まで有効

島 原 市

５0％割引

島 原 城
特別入館割引券

※本券の利用は島原市民に
　限ります
※ 1枚につき 1名様ご利用
　できます
※他の割引との併用は不可
※コピー不可

有効期限
平成 27年 3月末まで有効

島 原 市

５0％割引

✂ ✂✂

島 原 城
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「男女共同参画社会」について考えてみよう
danjo   kyodo - sankaku

vol.22 

『男性相談窓口』について
県では悩みやストレスを抱える男性のための専用相談窓口を開設しています。
子育て、介護、家族や夫婦関係、職場や地域の人間関係など、ひとりで悩まずにご相談ください。
男性相談員がお受けします。まずは、電話してください。
　▶相談日　月２回（毎月第２・４水曜日）
　▶受付時間　18 時～ 21 時
　▶実施内容　電話相談および面談（面談は相談員が必要と判断したときに実施します）
　▶相談料金　無料（※通話料は相談者負担）
　▶専用電話　095-825-9622　　　　　 　
　▶問い合わせ先　長崎県男女共同参画推進センター（☎ 095-822-4730）

▶問い合わせ先
　政策企画課政策班（☎ 63-1111 内線 146）

「地域の元気づくり支援補助金」を活用した地域の取り組み

　人口減少や少子高齢化の進展、核家族の増加
などにより、地域コミュニティの衰退が全国的
に問題視されています。
　このような中、市内の町内会・自治会では、
自分たちの地域を自分たちの手で、より良い地
域にするために、四季折々の行事などのさまざ
まな取り組みを行っています。
　また、市では、地域の取り組みに対して、県
の事業「地域の元気づくり支援事業」を活用し、
補助金による支援を行っています。（※この補助
金は、地域コミュニティ活動に必要な用具の購
入費用などを支援するものです）
　この支援を通じて、地域内の取り組みが活性
化し、住民同士の交流促進や絆がさらに強まる
という効果が期待されます。
　平成 25 年度は、次のとおり市内全 7 地区で
この事業を活用した取り組みが実施されました。
　この取り組みを契機に、自分たちの地域を見
つめ直し、自分たちの手で地域づくりをしてみ
てはどうでしょうか。

地　区 使　　い　　道

有明・杉谷・森岳「地域見守り隊」用ジャンパー

三会・霊丘・安中 グラウンドゴルフ用具

白山 ターゲットバードゴルフ用具

三会地区（グラウンドゴルフ）

杉谷地区（地域の見守り）
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つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

　
ジ
オ
サ
イ
ト
は
、
景
色
や
地
層
、
岩
石
を
観
察

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
球
の
営
み
と
人
々
と
の
関

わ
り
を
楽
し
む
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、

島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

　
第
２
回
目
は
、「
島
原
大
変
と
眉
山
」
で
す
。

　
眉
山
は
島
原
の
西
に
そ
び
え
る
溶
岩
ド
ー
ム
で
、

今
か
ら
約
４
０
０
０
年
前
の
噴
火
で
で
き
た
火
山

で
す
。
北
側
に
七
面
山
、
南
側
に
天
狗
山
の
２
つ

の
峰
が
あ
り
ま
す
が
、
地
形
の
様
子
か
ら
、
最
初

に
天
狗
山
が
で
き
、
次
に
七
面
山
が
で
き
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
２
２
２
年
前
の
１
７
９
２
（
寛
政
４
）

年
５
月
21
日
（
４
月
朔さ

く
日
）、
夜
８
時
過
ぎ
。
天

狗
山
の
直
下
で
火
山
性
の
強
い
地
震
が
お
き
ま
し

た
。こ
の
地
震
に
よ
っ
て
天
狗
山
は
大
き
く
崩
壊
。

大
量
の
土
砂
が
城
下
町
島
原
の
南
半
分
を
埋
め
尽

く
し
た
だ
け
で
な
く
、
大
部
分
が
海
に
な
だ
れ
込

み
、
大
津
波
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
津
波
は
島

原
半
島
沿
岸
と
対
岸
の
肥
後
・
天
草
を
繰
り
返
し

襲
い
、
双
方
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
折

し
も
、
こ
の
山
崩
れ
が
起
き
た
の
は
新
月
の
夜
。

し
か
も
海
は
満
潮
に
近
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の

人
々
は
、
真
っ
暗
闇
の
中
で
突
然
津
波
に
襲
わ
れ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
島
原
城
下
や
沿
岸
、
対
岸
の
熊
本
も
含
め
る
と

約
１
万
５
０
０
０
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
の
大
災

害
は
、「
島
原
大
変
肥
後
迷
惑
」
と
い
う
言
葉
で

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
半
島
沿
岸
に
残
る
供

養
塔
に
は
、
今
も
花
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
次
月
号
は
「
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

7　　平成 26.5.

島原大変と眉山
 　

　
　
島
原
大
変
と
眉
山

眉山の全景

右が七面山で左が天狗山。天狗山
の一部は大きくえぐれています

島原市田町にある流死供養塔

同じような形の供養塔が、島原半島沿
岸７カ所に建立されています

島原市内のアーケード街

ここが「島原大変」が起こる前の海
岸線だった場所です。かつて道の左
側は、「水頭 (みずがしら )」と呼ば
れる船着場でした

切り立った崖は、今も少しずつ崩
れ続けています

天狗山の崩壊地
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平
成
26
年
度
地
籍
調
査
に
ご
協
力
を

◎
地
籍
調
査
と
は

　
現
在
、
法
務
局
に
備
え
付
け
て
あ
る
土

地
の
記
録
や
図
面
の
約
半
分
は
、
明
治
時

代
に
作
成
さ
れ
た
地
図
を
も
と
に
加
除
修

正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
土
地
の
面

積
・
形
状
・
地
目
な
ど
が
実
態
と
異
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
22
年
度
か
ら

旧
島
原
市
地
区
の
地
籍
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
地
籍
調
査
は
、
土
地
一
筆
ご
と
に
所
有

者
・
地
番
・
地
目
・
面
積
な
ど
を
調
査
し

ま
す
の
で
、
土
地
所
有
者
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。

※
旧
有
明
地
区
の
地
籍
調
査
は
完
了
し
て

　
い
ま
す

◎
一
筆
地
調
査
実
施
地
区

　
※
対
象
の
土
地
所
有
者
に
は
、
後
日
説

　
　
明
会
の
開
催
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
調
査
結
果
閲
覧
実
施
地
区

※
平
成
25
年
度
一
筆
地
調
査
実
施
地
区
が

　
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
土
地
所
有

　
者
に
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
地
籍
調
査
事
業
で
は

　
で
き
な
い
こ
と

　
所
有
権
の
移
転(

交
換
・
売
買
・
相
続

な
ど
）
に
関
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

贈
与
や
売
買
な
ど
で
所
有
権
が
変
わ
っ
て

い
る
の
に
、
所
有
権
移
転
が
さ
れ
て
い
な

い
場
合
や
、
登
記
簿
上
の
所
有
者
が
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
市
か
ら
の
案
内
は
登
記
簿
上
の
所
有
者

に
通
知
し
ま
す
。
所
有
者
が
変
わ
っ
て
い

る
の
に
未
登
記
の
場
合
は
、
連
絡
が
遅
れ

た
り
、
連
絡
が
取
れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
法
務
局
で
所
有
権
移
転

登
記
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
契
約
管
財
課
地
籍
調

　
査
班(

☎
�
１
１
１
１
内
線
２
６
４
）　

１．地元説明会への出席

説明会の日時・場所は、後日
案内しますので、出席をお願
いします

２．一筆地調査の立ち会い

現地での立ち会いが必要とな
ります。日時は事前にお知ら
せします

地籍調査完了後、調査結果の
閲覧をお願いします（市が指
定する 20日間）

３．地籍調査完了結果の閲覧

新
湊
二
丁
目
の
一
部
、
南
下
川
尻

町
の
一
部
、
緑
町
の
一
部
、
新
山

四
丁
目
の
一
部

北
上
木
場
町
の
一
部
、
白
谷
町
、

仁
田
町
、
天
神
元
町
、
札
の
元
町

の
一
部
、
門
内
町
の
一
部

地
籍
調
査
の
主
な
流
れ

島原市営陸上競技場の改修工事が完了しました
　平成 25 年 7 月からトラックおよびフィールド部分の全面改修
を行っていましたが、この度、陸上競技場の改修工事が完了し、
２種公認陸上競技場として利用できるようになりました。
　また、この競技場は、10 月に開催される「長崎がんばらんば
国体」のサッカー競技の会場として使用されます。

※島原市営陸上競技場は、スポーツ振 
　興くじ助成金を受けて改修されたも
　のです

改修工事が完了した
島原市営陸上競技場

▶問い合わせ先　スポーツ課（☎ 68-5474）
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ウ
ォッチン

グ

まち
かど

１００歳おめでとうございます

早崎ハルコさん（4月 1日生）

簗瀬可祝さん（4月 10日生）

平成 26年　島原市表彰式
市の発展に寄与

　4月1日、島原文化会館で市表彰式を行いました。
　島原市の発展のため多大な貢献をした人など 28
人・1団体を表彰しました。
　被表彰者は次のとおりです。（敬称略）

徳行功労
川口哲（蛭子町二丁目）
有馬良知（川崎市）
三原松朗（南島原市）
北田康治（洗切町）
田島和弘（稗田町）
吉田政信（有明町）
木下雅夫（下新丁）
稲田好守（有明町）

地方自治功労
大場博文（緑町）
楠大典（新田町）
寺田厚（中町）
城谷正昭（北安徳町）
髙見利則（新山三丁目）
森田和男（桜門町）

保健衛生功労
橋本丈吉（元船津町）	
西田正剛（新町二丁目）
塚原盛壽（有明町）

社会福祉功労
下田惠子（有馬船津町）

教育文化功労
山口良二（湊町）	
織田美智子（広馬場町）
川本まなみ（大下町）	
中川薫（中堀町）	
山田和子（浦田二丁目）

消防功労
荒木修（広馬場町）
井上明（六ツ木町）

特別表彰
島原高等学校女子剣道部
（城内二丁目）

感謝状
鐘ヶ江隆博（城見町）
諸田和之（南崩山町）
諸田歩（南崩山町）

記念オープニングセレモニー
島原城天守閣復元 50周年

　	4 月 6日、島原城天守閣復元 50周年記念オー
プニングセレモニーを行いました。
　島原城は明治維新後、惜しまれつつ解体されま
したが、市民の熱意により昭和 39年に天守閣が
復元されました。
　今年は、復元から50年という節目の年にあたり、
今年１年間、さまざまなイベントを通じて島原城
の 50歳をお祝いします。

、



し ま ば ら
子育て情報

問い合わせ先
子育て支援室（☎ 62-4015）
市保健センター内（霊南二丁目 45）
E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp

育児ワンポイント
こどもの日を祝う端午の節句

平成 26.5.　　10

　「こどもの日には何をするの？」と子どもたちに聞い
てみてはどうでしょうか。
　「こいのぼりを飾る」「かぶとを飾る」
「ショウブ湯に入る」「ちまきを食べる」
などさまざまな返事がくるでしょう。
　季節の行事を大切にして、伝統の文
化を子どもたちに伝え、経験させてみ
てはいかがでしょうか。

育  児  サ  ー  ク  ル
笑顔で子育て

育児サークル 曜　日 時　間 場　所
ぱぴぷキッズ 毎月第４木曜日 10:30 ～ 12:00 市保健センター
きらら kids 毎月第１火曜日 10:00 ～ 12:00 有明保健センター
のびのび kids 毎月第２火曜日 10:00 ～ 12:00 三会公民館
すくすくげんkids 毎月第３木曜日 10:00 ～ 12:00 杉谷公民館
こいこいひろば 毎月第１水曜日 10:00 ～ 12:00 霊丘公民館
にこにこ kids 毎月第１木曜日 10:00 ～ 12:00 安中公民館

※各育児サークルの詳しい内容は、広報しまばらで随時紹介していきます

　育児サークルは、親子で楽しみながら子育てができるように、情報交換と友だちづくりのきっ
かけとなるような場を設け、参加者の交流を行っています。
　市保健センターや地区公民館などにおいて育児ボランティアの協力のもと６つのサークルを
それぞれ、月に１回実施しています。
　毎回工夫を凝らした楽しい行事を開催しています。
　自由に参加できますので、気軽に参加してください。
▶内　容　ふれあい遊び、あやし歌、ベビーダンス、絵本の読
　　　　　み聞かせ、折り紙、四季折々の行事（七夕、運動会、
　　　　　クリスマス会、節分など）、茶道体験、ヨガ体験、交
　　　　　通安全教室、救急法、おやつ作りなど
　　　　※島原市食生活改善推進員協議会やありあけ母親クラ
　　　　　ブによる手作りおやつもあります
▶参加料　無料（予約不要）
▶対象者　市内に住む小学校就学前までの子どもとその保護者
▶各サークルの開催日および場所

絵本の読み聞かせ

ふれあい遊び
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今
回
は
島
原
城
に
ま
つ
わ
る
2
つ

の
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
外
部
の
何
者
か
が
内

密
に
調
査
を
さ
せ
、
記
録
・
報
告
さ

せ
た
、
い
わ
ゆ
る
『
探
索
書
』
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
九
州
各
地
の
城
の

様
子
が
つ
ぶ
さ
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
島
原
城
も
含
ま
れ
て

お
り
、
内
容
が
寛
永
年
間(

島
原
の

乱
以
前)

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

築
城
間
も
な
い
島
原
城
の
様
子
と
い

う
大
変
貴
重
な
情
報
を
、
こ
れ
ら
の

資
料
は
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
『
隣
国
様
子
聞
合
帳
（
神
戸
大
学

蔵
）』
は
豊
後
・
岡
藩
（
大
分
県
竹

田
市
な
ど
）
の
藩
主
で
あ
る
中
川
家

に
伝
来
し
た
資
料
で
す
。
本
丸
と
二

の
丸
の
間
に
高
々
と
石
垣
が
見
え
る

こ
と
や
、
二
の
丸
に
あ
る
殿
様
の
百

疋
馬
屋
に
繋
げ
ら
れ
た
馬
の
様
子
な

ど
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
資
料
『
筑
前
筑
後
肥

前
肥
後
探
索
書
』
の
原
本
は
、
忍
者

の
里
と
し
て
も
知
ら
れ
る
甲
賀
・
水

口
（
滋
賀
県
甲
賀
市
）
に
あ
っ
た
も

の
で
、
現
在
は
写
本
が
長
崎
歴
史
文

化
博
物
館
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
簡
略
な
が
ら
絵

図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
外

郭
に
は
す
で
に
い
く
つ
も
の
櫓
が
築

か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
三
の
丸
屋
敷

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は｢

侍
町｣

と

表
記
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
図
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本

文
の
記
述
も
石
垣
の
高
さ
や
堀
の
幅

を
間
数
で
記
す
な
ど
具
体
的
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
資
料
も
翻
刻
さ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
松
平
文
庫
学
芸
員　
吉
田　
信
也
）

　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
、
は
が
き
に
絵

を
描
き
、
言
葉
を
添
え
、
真
心
こ
も
っ
た

手
紙
を
作
る
「
絵
手
紙
教
室
」
の
皆
さ
ん

で
す
。

　
絵
手
紙
教
室
は
、
平
成
13
年
に
ス
タ
ー

ト
し
、
22
人
の
会
員
が
月
２
回
（
第
２
・

４
水
曜
日
）
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
絵
手
紙
に
描
く
題
材
は
、
イ
ワ
シ
や
ツ

バ
キ
な
ど
旬
な
素
材
を
選
び
、
色
付
け
が

終
わ
る
と
、
贈
る
相
手
の
こ
と
を
思
い
、

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
上
手
く
書
け
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

受
け
取
っ
た
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
筆
を
走
ら
せ
、
約
２
時
間

で
作
品
が
で
き
あ
が
る
そ
う
で
す
。

　
で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
相
手
に
贈
る

ほ
か
、
白
山
公
民
館
に
展
示
し
た
り
、
公

民
館
ま
つ
り
な
ど
に
も
出
展
し
、
見
る
人

た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
人
に
伺
う
と
「
年
賀
状
を
絵
手

紙
で
出
し
た
ら
、
す
ご
く
好
評
だ
っ
た
」、

「
孫
に
出
し
た
ら
、
孫
か
ら
手
紙
が
返
っ
て

き
た
」、「
普
段
見
慣
れ
た
風
景
の
見
方
が

変
わ
り
、
楽
し
み
が
増
え
た
」
な
ど
絵
手

紙
を
贈
る
方
も
貰
う
方
も
絵
手
紙
を
通
じ
、

優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、「
心
の
贈
り
物
」
を
通
じ
、

優
し
い
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ー
　『
探
索
書
』
に
遺
さ
れ
た
、
築
城
間
も
な
い
島
原
城
の
姿
　
ー

絵手紙教室

▶問い合わせ先　
　白山公民館  （☎63-2221）

筑前筑後肥前肥後探究書（『九州史料叢書』16）より



保健センターだより ■ 市 保 健 セ ン タ ー（☎６４－７７１３）
■ 有明保健センター（☎６８－５３３５）
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介護の情報交換
 介護者のつどい
　日ごろの介護の苦労話や悩みな
どを語り合う場として、毎月１回、
介護者のつどいを開催しています。

▶と　き　毎月第１月曜日　13 時 30 分～ 15 時
　　　　　※日程が変更となることがありますの
　　　　　　で、事前に問い合わせてください
▶ところ　市保健センター
▶対象者　在宅で介護をしている人
▶内　容　介護に関する情報交換、体操、栄養の
　　　　　話など

気軽に相談してください
 健康相談
　生活習慣病の予防、食生
活に関すること、介護予防
のことなど保健師・栄養士
が相談に応じます。
　気軽に相談してください。

▶と　き　毎週水曜日（祝日は除く）
　　　　　９時～ 11 時
▶ところ　市保健センター、有明保健センター
▶内　容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪
　　　　　測定、みそ汁塩分測定など

生まれてくる子どものために
両親学級
　元気に生まれてくる赤ちゃ
んを迎えるための準備として、
毎月１回両親学級を開催して
います。
　妊婦さん同士の出会いの場にもなり、お友達を
作る機会にもなります。
　妊婦さんだけでなく、夫婦での参加も大歓迎で
す。気軽に参加してください。

▶と　き　毎月第４月曜日　10 時～ 12 時 30 分
　　　　　※事前の申し込みが必要です
▶ところ　市保健センター
▶内　容　妊娠中の生活について（講話）、
　　　　　赤ちゃんのお風呂の入れ方（実
　　　　　習）、お父さんの妊婦擬似体験、
　　　　　妊婦さんのための調理実習など
▶持参品　母子健康手帳、エプロン
▶参加費　無料

肺炎の重症化防止などが期待されます
 高齢者肺炎球菌予防接種費用の助成
　高齢者の肺炎の発症や重症化
を予防するために必要な肺炎球
菌ワクチンの接種費用の一部
を助成しています。
※生活保護世帯の人は福祉課が
　発行する「生活保護受給証明書」の提出があれ
　ば無料で接種できます
▶対象者　市内に住所を有する 70 歳以上の人で、
　　　　　過去 5 年間に肺炎球菌の予防接種を受
　　　　　けたことがなく、肺炎球菌予防接種に
　　　　　対して、健康保険などの適用がない人
　　　　　※助成は生涯のうち１人 1 回限りです
▶助成額　接種費用 8000 円のうち、市が 3000
　　　　　円助成します
　　　　　※自己負担額は 5000 円
▶助成方法　申請書に必要事項を記入し、押印の
　　　　　　上、受付窓口に提出してください。
　　　　　　助成決定者には、決定通知書兼予診
　　　　　　票（助成不可の場合は、非該当通知
　　　　　　書）を送付しますので、実施医療機
　　　　　　関へ予約のうえ接種してください。
　　　　　　できるだけ、かかりつけの医療機関
　　　　　　で受けましょう
▶申請期間　平成 27 年 2 月末日まで
▶接種期間　平成 27 年 3 月末日まで
▶申請窓口　市保健センター、有明保健センター、
　　　　　　保険健康課、有明支所、三会出張所

学校に行きたくない、よく眠れないなど
思春期相談
　県南保健所では思春期なんでも
相談を行っています。
　気軽に相談してください。

▶と　き　月曜日～金曜日　９時～ 17 時 30 分
▶問い合わせ先　県南保健所地域保健課保健福祉
　　　　　　　　班（☎ 62-3289）



健康しまばら２１
休日当番の お医者さん

歯医者さん月

 ■ 島原市外当番医　診療時間　９時～ 17 時

 ■ 当番歯科医　　　診療時間　９時～ 12 時

●  小児の日曜診療所  ●
☎６３－０２０２（受付時間のみ）
※必ず電話受付後、来院をお願いします

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

健康テレホンサービス

☎ ＴＥＬ ０１２０－５５５－２０３
ＴＥＬ ０９５－８２６－５５１１

日 医 療 機 関 電話番号

３
日
㈯

かわはら内科胃腸科医院 坂 上 町 62-5413
石橋こどもクリニック 新町一丁目 65-0008
高 城 病 院 中 野 町 62-3105
愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36-0015
吉 田 歯 科 医 院 上 の 町 62-5026

４
日
㈰

魚 住 医 院 城内一丁目 63-2286
山口外科胃腸科医院 大 手 原 町 62-3200
愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36-0015
ま き 歯 科 上新丁一丁目 64-5077

５
日
㈪

坂 本 内 科 医 院 親 和 町 63-4641
宮 田 小 児 科 医 院 上の原二丁目 62-5045
柴 田 長 庚 堂 病 院 中 堀 町 64-1111
愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36-0015
はらぐち歯科医院 上 の 町 62-4361

６
日
㈫

くすのきクリニック 有明町大三東 68-5500
水 田 小 児 科 医 院 親 和 町 62-7177
たかお循環器科内科 桜 町 62-6300
愛 野 記 念 病 院 雲仙市愛野町 36-0015
宮 﨑 歯 科 医 院 萩原二丁目 62-1180

11
日
㈰

喜 多 内 科 医 院 弁天町二丁目 62-5101
西 村 ク リ ニ ッ ク 下 川 尻 町 62-0888
松 本 医 院 雲仙市愛野町 36-0053
山 口 歯 科 医 院 新町一丁目 62-3016

18
日
㈰

お か も と 内 科 柏 野 町 65-0500
酒井外科胃腸科医院 宮 の 町 62-6655
中 村 眼 科 医 院 雲仙市愛野町 36-1060
い な だ 歯 科 加 美 町 62-2901

25
日
㈰

しろたに内科クリニック 北 門 町 65-0222
土井外科胃腸科医院 中 町 62-6305
愛 野 診 療 所 雲仙市愛野町 36-0009
寺 田 歯 科 診 療 所 新町二丁目 62-4427

６
月
１
日
㈰

池 田 病 院 湖 南 町 62-5161
稲田整形外科医院 片 町 62-6355
松尾胃腸科外科医院 雲仙市国見町 78-1000
み や ざ き 歯 科 湖 南 町 62-7300

※４月 17 日現在の内容です

５
　
　
　
月

月 肺年齢って何？
火 巻き爪（陥入爪）
水 自閉症スペクトラム障がい
木 ものが二つに見える
金 五月病

土・日 女性の過活動膀胱

 ■ 島原市内当番医　診療時間　９時～ 18 時

　たばこは、がんや心臓病、喘息など、多くの疾患の原因と
なり、健康に影響を及ぼすことから、毎年 5 月 31 日を「世
界禁煙デー」と定め、世界中で禁煙に関する運動が行われて
います。
　島原市では、男性の約 3 割、女性の約 1 割が喫煙者ですが、
たばこを吸っていたがやめたという人も多く、禁煙に成功し
た人がたくさんいます。
　禁煙した人からは、「のどのイガイガがとれた」、

「肌荒れがなくなった」、「食事がおいしくなった」、
「息切れしなくなった」などの声が聞かれていま
す。また、禁煙を続けることで、がんや心臓病な
どのリスクも下がります。
　喫煙者の皆さんも、世界禁煙デーをきっかけに、
禁煙にチャレンジしてみませんか。

５

５月 31日は「世界禁煙デー」

13　　平成 26.5.

島原市民の喫煙率（平成 25年アンケート結果）

吸っている
25.6%

以前吸っていたがやめた
9.3%

吸ったことはない
19.4%

無回答  0.6%

吸っているがやめようと
思っている　3.8%

吸ったことはない
80.6%

吸っているがやめようと
思っている　1.4%

吸っている　6.5%
無回答  2.3%

妊娠中の健康への悪影響
妊婦の喫煙による流産、早産、
低出生体重児などの発生率が上
昇することが報告されています。

（引用：厚生労働省ホームページ）

喫煙者本人への健康影響
喫煙者に、がん、心臓病、脳卒中、
肺気腫、喘息、特定の重要な疾
病の罹患率や死亡率などが高い
ことが指摘されています。 

（引用：厚生労働省ホームページ）

以前吸っていたがやめた
50.6%

男性

女性

◎未成年者の喫煙は法律で禁じられています
◎健康のためにできるだけ禁煙しましょう
◎たばこを吸うときは、周りの人へ配慮しましょう
　（子どもや妊婦さんの近くでは吸わないようにしましょう）

たばこを吸っている人へ



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館（☎６８－１１０１）
◆三会公民館（☎６２－４５０５）
◆杉谷公民館（☎６３－２２３１）
◆森岳公民館（☎６３－２２４２）
◆霊丘公民館（☎６４－２０２３）
◆白山公民館（☎６３－２２２１）
◆安中公民館（☎６３－２２５３）

公民館
こうざ
じょうほう
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「すぎたに女性学級」受講生募集
●と　き　６月～平成 27 年３月　（全 10 回）
　　　　　19 時 30 分～
　開催日（予定） 内　容

　６月 19 日（木） 開講式、タブレットの世界を体験してみよう

　７月 24 日（木） 健康づくり講座（健康チェック・運動など）

　８月 21 日（木） アンチエイジング フィットネス体操

　９月 18 日（木） 古典と落語を楽しもう

 11 月 20 日（木） 野菜ソムリエ講座（ジンジャーエールづくり）

 12 月 18 日（木） メディカルアロマで美しく！

１月 22（木）・23日（金）陶芸に挑戦（作品づくり）

2 月 12（木）・13 日（金）陶芸に挑戦（色付け）

日時未定 見学学習

　３月 12 日（木） 人権学習・陶芸作品受け取り・閉講式
※開催日、内容は変更となる場合があります
●ところ　杉谷公民館
●対象者　市内在住の女性で、年間を通して参加できる人
●募集人数　20 人（応募多数の場合は抽選）
●受講料　無料（材料が必要な場合は、実費負担があります）
●申込期間　５月 12 日（月）～５月 30 日（金）
●問い合わせ先　杉谷公民館

「沖田畷
なわて
合戦」史跡めぐり

　戦国時代（1584 年）、佐賀の戦国
大名 龍造寺隆信が島原へ攻め入り、
守る有馬晴信、島津家久との合戦が
行われました。
　戦国時代の九州の歴史を塗り替え
た合戦と言われる「沖田畷合戦」の
関係史跡（島原城から二本木神社付
近までの史跡）を巡ります。
●と　き　５月 24 日（土）
●集合場所　９時に島原城天守閣前
　に動きやすい服装で集合
●募集人数　20 人
●参加費　無料
●申込期間　５月７日（水）～
　　　　　　５月 23 日（金）
●申し込み・問い合わせ先
　社会教育課（☎ 68-5473）

春の園芸教室
　春です！山野草の寄せ植えをご一緒にいかがですか？盆栽の
お話や、育て方のお話もあります。
●と　き　５月 15 日（木）・22 日（木）・29 日（木）
　　　　　10 時～ 12 時
●ところ　杉谷公民館
●募集人数　15 人
●受講料　無料（ただし、材料費 1500 円（３回分）が必要）
●問い合わせ先　杉谷公民館

アンチエイジング　フィットネス教室
　誰にでも行える簡単な運動で無理なく効果的に身体を動かし
て、眠っている若さを取り戻し、年齢に負けない体づくりに挑
戦してみませんか？
●と　き　５月 15 日（木）・22 日（木）・29 日（木）、
　　　　　６月５日（木）　10 時～ 12 時
●ところ　杉谷公民館
●募集人数　15 人
●受講料　無料　　●問い合わせ先　杉谷公民館

二本木神社



■ 市役所本庁（代表）☎ 63-1111
■ 有明庁舎（代表）    ☎ 68-1111
　 ・有明支所
　 ・産業部 
　・教育委員会（教育総務課・学校
　　教育課・社会教育課・スポーツ課）
　・農業委員会
　・ 水道課
■ 電子メール
 　info@city.shimabara.lg.jp

新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp/
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報
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学
１
年
～
６
年
生

▼
参
加
料　
８
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保

　
険
料
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
平
成

　
町
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
☎
�
９
３

　
３
３
）

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
通

学
や
通
院
、
通
所
、
仕
事
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車
で
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
も
の
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
の
軽
自
動
車　
次
の
い
ず
れ
か

　
に
該
当
す
る
車

○
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、
歩
く

　
こ
と
が
困
難
な
人
が
所
有
す
る
車

○
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
と
生

　
計
を
同
一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
車

　
の
う
ち
、
送
迎
と
し
て
利
用
す
る
車

○
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
が
利

　
用
す
る
た
め
の
構
造
に
な
っ
て
い
る

　
車

※
減
免
は
１
台
限
り
で
す

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
減
免
の
対

　
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
申
請
方
法　
税
務
課
お
よ
び
有
明
支

　
所
に
設
置
し
て
い
る
減
免
申
請
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
税
務
課
ま

　
た
は
有
明
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い

▼
持
参
品　
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
運
転
免
許
証
、

　
印
鑑
な
ど

▼
申
請
期
限　
５
月
26
日
㈪
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
班

　
（
☎
内
線
１
７
１
）

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

　
平
成
26
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　
６
月
２
日
㈪
ま
で

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く

▼
縦
覧
場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
班

▼
縦
覧
で
き
る
人　
土
地
ま
た
は
家
屋

　
を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
固
定
資
産

　
税
班
（
☎
内
線
１
７
３
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
住
戸
・
家
賃

○
萩
が
丘
住
宅

①
一
般
世
帯
向
け
（
６・６
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

　
１
万
９
８
０
０
円
～
）
…
８
戸

②
一
般
世
帯
向
け
（
６・６・６
・
Ｌ
Ｄ

　
Ｋ
、
２
万
４
０
０
０
円
～
）
…
12
戸

募　
集

15　　平成 26.5.
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③
身
体
障
が
い
者
向
け
（
６・６
・
Ｌ
Ｄ

　
Ｋ
、
２
万
３
７
０
０
円
～
）
…
１
戸

※
家
賃
は
所
得
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す

▼
入
居
資
格　

○
一
般
世
帯
向
け
申
込
資
格　

　
同
居
親
族
が
い
る
人
（
事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
人
、
婚
姻

予
約
者
も
含
む
）

○
身
体
障
が
い
者
向
け
申
込
資
格

　
身
体
障
害
者
４
級
以
上
の
人
、
そ
の

他
政
令
で
定
め
る
人

○
共
通
申
込
資
格

　
次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
こ
と

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
暴
力
団
員
で
無
い
こ
と

・
島
原
市
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
収
入

　
基
準
に
該
当
す
る
こ
と

▼
入
居
予
定
日　
６
月
下
旬

▼
申
込
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
５
月
22

　
日
㈭

▼
抽
選
会　
５
月
23
日
㈮　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
都
市

　
整
備
課
住
宅
班
（
☎
内
線
２
２
８
）

原
爆
被
爆
者
定
期
健
康
診
断

　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

定
期
健
康
診
断
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者　
被
爆
者
健
康
手
帳
所
持
者
、

　
第
一
種
健
康
診
断
受
診
者
証
所
持
者

▼
持
参
品　
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は

　
第
一
種
健
康
診
断
受
診
者
証

▼
健
診
日
程

①
島
原
地
区

・
と　
き　
６
月
11
日
㈬
・
12
日
㈭
、

　
11
月
12
日
㈬
・
13
日
㈭

・
受
付
時
間　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

・
健
診
会
場　
池
田
病
院　

②
有
明
地
区

・
と　
き　
５
月
14
日
㈬
、
11
月
14
日
㈮

・
受
付
時
間　
10
時
～
11
時

・
健
診
会
場　
有
明
公
民
館　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
県
南
保
健
所
地
域

　
保
健
課
（
☎
�
３
２
８
９
）
ま
た
は

　
福
祉
課
地
域
福
祉
班
（
☎
内
線
３
３

　
１
）

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　
憲
法
週
間（
５
月
１
日
～
５
月
７
日
）

行
事
の
一
環
と
し
て
、
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と　
き　
５
月
７
日
㈬

○
午
前
の
部　
10
時
～
12
時

○
午
後
の
部　
13
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ　
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
（
長
崎

　
市
築
町
）

▼
相
談
内
容　
金
銭
、
土
地
・
建
物
、

　
夫
婦
、
親
子
、
相
続
、
登
記
、
人
権

　
問
題
な
ど

▼
相
談
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
地
方
裁
判
所

　
事
務
局
総
務
課
（
☎
０
９
５
‐
８
０

　
４
‐
４
１
１
４
）

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　
人
権
に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き　
６
月
５
日
㈭　
10
時
～
16

　
時

▼
と
こ
ろ　
森
岳
公
民
館
、
有
明
福
祉

　
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▼
相
談
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
地
方
法
務
局

　
島
原
支
局
（
☎
�
２
５
１
３
）
ま
た

　
は
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
１

　
０
０
）

農
業
サ
ポ
ー
ト
講
習
の
開
催

　
多
岐
に
わ
た
る
農
作
業
の
基
礎
的
な

知
識
・
技
能
な
ど
を
習
得
し
、
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
悩
む
農
家
の
お
手
伝

い
や
農
繁
期
に
お
け
る
就
職
・
就
業
に

役
立
て
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　
き　
６
月
６
日
㈮
～
12
月
（
予

　
定
）
の
間
に
10
回
開
催

※
開
催
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
と
こ
ろ　
島
原
自
然
塾
（
有
明
町
大

　
三
東
甲
１
０
０
８
番
地
１
）

▼
受
講
料　
無
料

▼
募
集
人
数　
15
人

▼
申
込
期
限　
５
月
30
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
島
原

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

　
７
２
２
２
）

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
５
月
１
日
か
ら

１
カ
月
間
、「
赤
十
字
運
動
月
間
」
に

合
わ
せ
て
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
社
員
へ
の
加
入
と
社
資
（
寄
付
金
）

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
日
赤
島
原
市
地
区

　
（
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　
☎
�
３
８

　
５
５
）

障
害
基
礎
年
金
受
給
な
ど
で

法
定
免
除
を
受
け
て
い
る
人
へ

　
こ
れ
ま
で
は
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
法
定
免
除
と
な
る
た
め
、

老
齢
基
礎
年
金
額
の
増
額
を
希
望
す
る

と
き
に
は
保
険
料
の
追
納
制
度
を
利
用

し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
法
定
免
除
の

期
間
で
あ
っ
て
も
、
国
民
年
金
保
険
料

を
通
常
納
付
で
き
る「
納
付
申
出
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
納
付
申
出
に
よ
り
次
の
制
度
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
保
険
料
の
口
座
振
替

②
保
険
料
の
前
納

③
付
加
年
金
な
ど
の
加
入

▼
申
込
方
法　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課

平成 26.5.　　16

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー
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国
民
年
金
班
ま
た
は
諫
早
年
金
事
務

　
所
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
諫
早
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
７
�
１
６
６
６
）

諌
早
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る

年
金
出
張
相
談

▼
と　
き　
5
月
21
日
㈬
・
28
日
㈬
、

　
６
月
18
日
㈬　
10
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
ロ

　
ビ
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

※
5
月
28
日
は
10
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ
い

※
予
約
は
相
談
日
の
2
カ
月
前
か
ら
可

年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
諫
早
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
５
７
�

１
６
６
３
）
ま
た
は
市
民
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
国
民
年
金
班
（
☎
内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
島
原
商
業
高
校
女
子
制
服
（
夏
・
冬

上
下
Ｌ
サ
イ
ズ
）、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
子
ど

も
用
自
転
車

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
安
全
課
市
民

　
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）

不
要
品
の
交
換

【
表
記
】

●
新
所
属

　
氏
名
（
旧
所
属
）

▼
部
長
級

●
市
長
公
室
理
事
（
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
派
遣
）

　
堀 

利
久
（
産
業
部
長
）

●
市
民
部
長

　
小
峯 

克
彦
（
市
長
公
室
理
事
（
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

　
　
　
　
　
　

 

合
派
遣
））

●
産
業
部
長

　
田
上 
伸
一
（
水
道
課
長
）

●
教
育
次
長

　
寺
田 

集
施
（
教
育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
）

▼
課
長
級

●
秘
書
人
事
課
長

　
東
村 

晃
二
（
秘
書
人
事
課
長
兼
政
策
企
画
課
長
）

●
政
策
企
画
課
長

　
伊
藤 

太
一
（
道
路
課
建
設
総
務
班
長
兼
用
地
管
理
班
長
）

●
税
務
課
長

　
松
本 

久
利
（
保
険
健
康
課
長
）

●
契
約
管
財
課
長

　
大
場 

義
公
（
水
道
課
次
長
兼
工
務
班
長
）

●
こ
ど
も
課
長
兼
母
子
生
活
支
援
施
設
長

　
横
田 

定
幸
（
秘
書
人
事
課
人
事
班
長
）

●
保
険
健
康
課
長

　
堀 

浩
明
（
福
祉
保
健
部
参
事
（
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　

 　
組
合
派
遣
））

●
福
祉
保
健
部
参
事
（
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
派
遣
）

　
尾
藤 

正
則
（
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）

●
し
ま
ば
ら
観
光
お
も
て
な
し
課
長

　
浅
田 

寿
啓
（
し
ま
ば
ら
観
光
お
も
て
な
し
課
観
光
施
設
班
長
）

●
産
業
部
参
事
（
島
観
連
・
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
担
当
）

　
平
山 

慎
一
（
し
ま
ば
ら
観
光
お
も
て
な
し
課
長
）

●
都
市
整
備
課
長

　
松
尾 

禎
（
県
土
木
部
監
理
課
建
設
業
指
導
班
課
長
補
佐
）

●
教
育
総
務
課
長

　
森
本 

一
広
（
教
育
総
務
課
総
務
班
長
兼
施
設
整
備
班
長
）

●
学
校
教
育
課
長
兼
学
事
班
長

　
堀
口 

達
也
（
島
原
市
立
湯
江
小
学
校
長
）

●
社
会
教
育
課
長

　
松
本 

恒
一
（
総
務
課
行
政
班
長
）

●
ス
ポ
ー
ツ
課
長

　
下
岸 

安
彦
（
契
約
管
財
課
長
）

●
水
道
課
長

　
高
原 

昌
秀
（
秘
書
人
事
課
秘
書
広
報
班
長
）

市
役
所
の
人
事
異
動
　
平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
で
、
１
１
６
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
課
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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し ま ば
育 シ

ら
食 ピレ

旬の味わい　わかめ・たけのこ

若  竹  煮

5 月 17 日は『世界高血圧デー』
～だしをとって
　　　減塩を心がけましょう～
①鍋に水と昆布 ( 水分量の１％）
　を入れて、弱火にかける
②気泡が出てきたら、昆布を取
　り出し、削り節を入れて、沸
　騰直前で火を止め、削り節が
　沈むまで待ち、こす。
※だしの保存は、冷
　蔵庫で 1 週間程度
　が目安です

材料（４人分） 作り方
Ⓐたけのこ………400g
Ⓑわかめ……………80g
Ⓒだし
 ・だし…………300cc
 ・しょうゆ……大さじ１
 ・みりん………小さじ１
 ・酒……………大さじ１

Ⓓ削り節………適量

①たけのこの穂先はくし切りに、根元は
　半月切りに、わかめは一口大に切る
②鍋にⒸと①のたけのこを加える。
　煮立ったら 7 ～ 8 分煮て、わかめを
　加えてさっと煮る
③皿に盛りつけ、削り節をまぶす

nformationI

５
月
は
「
町
内
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間
」
で
す　

町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

一
番
身
近
な
自
治
組
織

　
町
内
会
・
自
治
会
は
、
地
域
に
住
む
方
々

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
一
番
身
近
な
自

治
組
織
で
す
。

　
現
在
、
市
内
に
は
２
２
７
の
町
内
会
・
自

治
会
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
加
入
し
、
お
互

い
に
協
力
し
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
住

み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

　
町
内
会
・
自
治
会
で
は
、
い
つ
起
こ
る
か

も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災
組
織

を
つ
く
り
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
を
行
い
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

８
割
の
人
が
隣
近
所
の
人
か
ら
救
出

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
」に
お
け
る
救
出
者
の
約
８
割
の
人
が
、

隣
り
近
所
の
人
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

番
身
近
な
町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
、
隣

近
所
と
の
交
流
を
深
め
、
信
頼
関
係
を
築
い

て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
安
心

し
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
、

親
睦
や
交
流
を
深
め
、
よ
り
豊
か
で
潤
い
の

あ
る
地
域
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
内
会
・
自
治
会
の
主
な
活
動

①
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
…
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

　
子
ど
も
会
、
運
動
会
な
ど

②
地
域
で
の
助
け
合
い
…
自
主
防
災
活
動
、

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

③
地
域
へ
の
思
い
や
り
…
独
居
老
人
へ
の
声

　
掛
け
、
敬
老
会
な
ど

④
地
域
の
生
活
環
境
向
上
…
防
犯
灯
や
ご
み

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、
市
か
ら
の

　
行
政
文
書
の
回
覧
な
ど

⑤
地
域
へ
の
や
さ
し
さ
…
清
掃
活
動
、
緑
化

　
活
動
な
ど

⑥
歴
史
と
文
化
の
継
承
…
祭
り・精
霊
流
し
、

　
伝
統
芸
能
な
ど

町内会・自治会への加入はお住まいの
地域の会長または秘書人事課（☎内線
124）へ問い合わせてください

レシピ提供
　島原市食生活改善推進員協議会

エネルギー 40kcal
食物繊維 3.8g
食塩 1.0g
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新刊図書紹介 ５月の催し

　５月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内線
184）で無料相談を行います。なお、行政相談のみ有明福祉
センターでも受け付けます。
◆行政相談
　〈市民相談センター〉
　　５月 20 日（火）　13 時～ 15 時　　大隅行政相談委員
   〈有明福祉センター〉　
　　５月７日（水）     13 時～ 15 時　　宇土行政相談委員
◆人権相談（人権擁護委員）
　　５月７ 日（水）　 13 時～ 16 時
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　　５月 19 日（月）　13 時～ 16 時
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　　５月 15 日（木）　13 時～ 16 時
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など
　公証人法律相談（島原公証役場　公証人）
　　５月 28 日（水）　13 時～ 16 時
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　５月 22 日（木）　10 時～ 16 時

島原図書館（☎ 64 － 4115）　開館時間…９：00 ～ 20：00（開館時間が変わりました）
　５月の休館日…５月６日（火）・12 日（月）・19 日（月）・26 日（月）・31 日（土）

有明図書館 ( ☎ 68 － 5805）　開館時間…９：00 ～ 18：00
　５月の休館日…５月１日（木）・７日（水）・13 日（火）・20 日（火）・27 日（火）・31 日（土）

島原図書館
■ おはなしのじかん　　　　　　 ３日（土）11 時～、
　　　　　10 日（土）11 時～、17 日（土）11 時～
■ おはなしひろば　　     　       24 日（土）11 時～
■ 郷土史を学ぼう会　　　　　   24 日（土）14 時～
　◎「南島原市の文化財を訪ねて」　講師：林田秀晴 先生
　◎「深溝世紀」　　　　　　　　　講師：松尾卓次 先生
■ おはなしのじかん 0.1.2　　　28 日（水）11 時～

有明図書館
■ 「こんねクイズ」にチャレンジ
　　図書館や本に関するクイズを解いて、目指せ！全問正解
  　　　　　　　 　　　　　　　 ５月 11 日（日）まで
■ ちいさなおはなしかい    　     10 日（土）14 時 30 分～
■ おはなしのじかん　　　　　　24 日（土）14 時 30 分～

「フェイバリット・ワン」
　林 真理子  著　　集英社
　もっと素敵な恋愛をしたい。もっと上
質な洋服のデザインをしたい。そして、
世界から認められたい…。さまざまな男
性との出会いが、弱小ブランドのデザイ
ナー、夏帆 23 歳の人生を変えていく。

「師父の遺言」
　松井 今朝子  著　　NHK 出版
　祇園の料亭に育ち、歌舞伎の世界に飛
び込んだ私は、稀代の演出家にして昭和
の怪人、武智鉄二に出会う。この反骨の
師が教えてくれた人生の闘い方とは－。
波乱万丈の半生をつづる自伝文学。

市民相談センターのご案内

図 書 館
通 信

島原図書館の開館時間を延長しています

■「無縁旅人」
　　香納 諒一　著　　　文藝春秋

■「さいごの毛布」
　　近藤 史恵　著　　　KADOKAWA

■「盤上に散る」
　　塩田 武士　著　　　講談社

■「豆の上で眠る」
　　湊 かなえ　著　　　新潮社

試行期間として、４月から平成 27 年３月末まで、
島原図書館の開館時間を延長しています
▶開館時間　９時～ 20 時（休館日は除く）

気軽に相談して

ください

 ・固定資産税（第１期）
 ・軽自動車税（全期） 
 ・自動車税（全期）

    の納期限は６月２日 （月）までです

　納付には、便利な口座振替などの自動振込をお
勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆ
うちょ銀行）、島原雲仙農協、島原漁協、有明漁
協などで受け付けます。
　また、税は主なコンビニエンスストアでも納付
することができますのでご利用ください。

＜問い合わせ先＞
●固定資産税…税務課固定資産税班（☎内線173）
●軽自動車税…税務課市民税班（☎内線 171）
●自動車税……県央振興局税務部
　　　　　　　（☎ 0957-22-0508）

納期限のお知らせ



◆市ホームページアドレス
　  http://www.city.shimabara.lg.jp/
◆島原市の人口（4 月１日現在） 
　人　口 　４７，４７３人　  （前月比 －４１９）　　　
　　男　　 ２１，９５９人 　 （前月比 －２３３）
　　女　　 ２５，５１４人 　 （前月比 －１８６）
　世帯数　 １９，１３７世帯  （前月比 　－８６）
　出生 28 件　死亡 67 件　転入 192 件　転出 471 件

◆携帯電話版市ホームページ
　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。ＱＲコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、ＵＲＬを直接入力して
もアクセスできます。

    URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/
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第 11回忍者になってお城で遊ぼう
忍者になって手裏剣や吹き矢遊びのほか、肥前夢
街道の忍者によるアトラクションを開催します。
▶と　き　5 月 5 日（月）　10 時～ 12 時
　　　　　※雨天中止
▶ところ　島原城西の櫓前広場
▶対象者　小学 6 年生まで
　　　　　※小学校低学年以下は保護者同伴が必要
▶参加料　無料
▶持参品　風呂敷１枚
▶問い合わせ先　島原城振興協会（☎ 62-4766)

　島原城では、天守閣復元 50 周年記念行事の一つとして「島原城・市民大学講座」を開催します。
　5 月から１年を通して毎月１回開催しますので、とことん「島原学」を学びたい人はぜひ参加してください。

「島原城・市民大学講座」開催

▶ところ　島原城観光復興記念館１階ホール
▶申込方法　5 月 15 日（木）までに島原城振興協会へ電話または住所、氏名、連絡先を記入し、ＦＡＸ　　
　　　　　　で申し込んでください（先着 100 人）
▶「講座主題（予定）」

▶申し込み・問い合わせ先　島原城振興協会（☎ 62-4766、FAX73-9766)

▶と　き　毎月１回（第 4 木曜日）19 時 30 分～ 21 時

島鉄高速船に乗って大牟田へ行こう！
　大牟田市と本市の観光交流を促
進するため、島鉄高速船の利用者
を対象に、大牟田市動物園および
石炭産業科学館の入場料が無料に
なります。
▶期　間　平成 27 年 3 月 31 日（火）まで
▶対象施設

【大牟田市動物園】
　・開園時間 9 時 30 分～ 17 時
　※ 5 月 3 日～ 6 日は 18 時まで
　・休園日（毎月第２・第４月曜日）
　※祝日・振替休日の場合は翌日
　　休園

【大牟田市石炭産業科学館】
　石炭をテーマに人・エネルギー・環境を学べる施設
　・開館時間　9 時 30 分～ 17 時
　・休館日　毎週月曜日
　※祝日・振替休日の場合は翌日休館
▶無料入場券　島鉄高速船切符売り場で配付します
▶問い合せ先　島原鉄道島原港営業所（☎ 64-1515）

　１．「雲仙火山の成り立ち、噴火
　　　 の歴史」
　２．「島原の古代遺跡」
　３．「島原の中世・有馬氏」
　４．「島原キリシタン史」
　５．「島原城」

　６．「島原松平氏」
　７．「肥前島原松平文庫」
　８．「史料に見る島原人の暮らし」
   ９．「北村西望の世界」
  10．「島原の明治・大正・昭和」
  11．「島原市の文化財」

復元当時の島原城天守閣（昭和 39 年）

島原港⇔三池港 50 分

ホワイトタイガー
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